
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

                                                                                                                                                
     

    

    

 

 

                                                                                                  

南吹田地域まちづくり会議（以下、まちづくり会議）で

取りまとめた「南吹田地域まちづくり構想（以下、まちづ

くり構想）」を、３月７日（金）、まちづくり会議の有志が

直接市長に提案しました。 

このまちづくり構想は、まちづくり会議で出された様々

な意見を整理・検討し、まちの将来像として取りまとめた

もので、南吹田地域の「まちの方向性」とそれを実現する

ために望まれる「まちづくり方策」が盛り込まれています。 

提案にあたっては、まちづくり構想を十分に受け止め、

地域の特徴を生かしたまちづくりを進めていくよう、また

ＪＲ東海道本線の東西を結ぶ都市計画道路の早期完成と、

おおさか東線の高架構造への構造変更の 2 項目を特に重

点的に取り組むように記した文書を添えました。 
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●南吹田地域まちづくり構想をとりまとめ、市に提案しました 
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計７回開催されたまちづくり会議での議論を踏まえたまちづくり構想は、南吹田地域の将

来のまちの姿について、地域の想いを盛り込んだものになったと思います。 

まちづくり会議では、「このまちづくり構想は総花的で実現できるかどうかが課題である。」

といった意見も出されました。まさに、ここから南吹田地域のまちづくりがスタートする

のだと思います。今後も、構想の実現に向けて、地域への熱い思いを語り合いましょう！

次の頁以降に、 

まちづくり構想の概要を紹介しています。

まちづくり会議の開催経過 
第１回 平成 19 年 7 月 21 日（土） 

南吹田地域まちづくり現場視察 

第２回 平成１９年８月３０日(木)  

南吹田地域のまちのいいとこ・わるいとこ 

第３回 平成１９年９月２７日(木)  

南吹田地域がこんなまちになればいいな 

第４回 平成１９年 10 月 17 日(水) ～市民ワークショップ～ 

南吹田地域のまちの将来像 

第５回 平成１９年 11 月 29 日(木)  

まちづくり構想に想いを盛り込もう 

第６回 平成２０年１月２４日(木)  ～市民ワークショップ～

まちづくり構想に想いを盛り込もう 

第７回 平成 20 年 2 月 20 日（水）  

まちづくり構想の策定 

       ＊すべて㈱NEOMAX マテリアル厚生センターにて開催 

●南吹田地域まちづくり構想の検討経過 

3 月 15 日 「おおさか東線」(放出～久宝寺駅間)が開業！ 
まちづくり 
トピック 

将来は南吹田地域にもつながる「おおさ

か東線」南区間が、平成２０年３月１５日

開業しました。 

開業に先立ち、３月９日には試乗会が開

催されました。試乗会には、全国から多数

の応募者があり、当日は当選者約 3,500 人

が、開業前の列車に乗るという特別な体験

をしました。 

吹田市域を含む北区間(新大阪～放出)は平

成２３年度末に完成予定です。 

●南吹田地域のまちづくりはこれからスタートします 

今年度は、まちづくり会議で、まちづくり構想を取りまとめ、市長に提案しました。 

今後は、吹田市がこのまちづくり構想を踏まえて、吹田市としてのまちづくり計画を検討

することとなります。 

まちづくり構想が取りまとめられたことは、まちづくりのスタートラインに立ったとも言

えます。まちづくり会議で語られたまちづくりに対する想いや意見を一つでも多く実現する

ためには、今後も地域と行政の協働の取り組みを継続する必要があります。 

来年度も、南吹田地域のまちづくりを皆さんと一緒に取り組んでいきたいと考えています。

全 7 回まちづくり会議を開催し、ワー

クショップなどを重ねて、まちの将来像

について話し合い、第７回まちづくり会

議で確認し、まちづくり構想をとりまと

めました。 

 

提案を受けて市長から･･･ 

現在、おおさか東線新駅・駅前広場予定地には、

「おおさか東線新駅建設予定地」と記した看板が

設置されています。 

この看板は、3 月初旬に大阪外環状鉄道株式会社

により設置されました。 

ぜひ一度、ご覧になってみてください！ 

 気付きました？ 

このようなすばらしい構想を
作成いただき、大変ご苦労をおか
けした。誠にありがたい。 

提案いただいた構想を受け、今
後、行政としての計画をつくって
いきたいと考えている。 
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●南吹田地域まちづくり構想の内容 

住んでいる人、働いている人が 
安心して、便利に楽しく過ごせるまち 

まちの

方向性

② 

上新田公園
（南吹田一丁目） 

花や緑がいっぱいで美しいまち 
まちの

方向性

③ 

昭和 10 年 大井路の揚水車
   （南吹田五丁目付近）

子どもだんじり巡行
（南吹田二丁目） 

企業用地の緑化
（南吹田四丁目） 

人の行き来がしやすいまち 
まちの

方向性

① 

【望まれるまちづくり方策】 

①おおさか東線及び新駅の整備 
②新たな地域分断とならない鉄道計画 
③便利で利用しやすい駅前広場の整備 
④みんなが安心して歩ける道づくり 
⑤地域と周辺のまちをつなげる道路の整備 
⑥駅周辺での自転車駐車場の整備 
⑦周辺のまちとつながる路線バスの導入 

都市計画道路西吹田駅前線
予定地（南吹田一丁目）

地域に住む人たちの通勤、

通学などが便利なまちに 

安心・安全に歩けるみちがある

「歩いて暮らせるまちづくり」

おおさか東線新駅予定地
（南吹田二丁目） 

【望まれるまちづくり方策】 

①子どもからお年寄りまで 
誰もが使いやすい公園整備 

②便利に暮らせる商業施設、 
公共公益施設等の立地 

③住みやすい環境を守るためのルールづくり 
④活気のあるまちにするための学びの場づくり 
⑤暮らしの安心感を高める施設の立地 

暮らしを支え、 

安心感を高める施設の立地 

楽しく 

暮らせるまち 

多くの人が 

住んでみたいと思うまち 

住んでいる人が 

住み続けたいと願うまち 子どもたちの遊び場
（南吹田二丁目）

住宅地（南吹田二丁目） 

【望まれるまちづくり方策】 

①花や緑のあふれる駅前広場づくり 
②散歩したくなる並木道づくり 
③幹線道路沿いの美しい景観づくり 
④住宅地での花や緑のあふれるまちなみづくり 
⑤花や緑のあふれる公園づくり 

住宅地の緑化（南吹田二丁目）

地域による歩道での

花壇の管理（穂波町）

地域の美しい 

魅力づくりの視点 

花や緑があふれるまちなみを

地域全体でつくり、 

地域の価値を高める 

地域の風土に親しむまち 
まちの

方向性

④ 

【望まれるまちづくり方策】 

①地域の個性を表現し、 
市民が愛着を持って利用する新駅の整備 

②神崎川を活用したまちづくりイベント 
③神崎川沿いのうるおいある空間形成 
④農業の歴史を留め伝える取り組み 

神崎川畔さくらまつり
（神崎川畔企業連絡会：神崎川）

神崎川、農地、水路、吹田くわい 

などを地域の記憶に留める取り組み

「ふるさと」として 

愛着のあるまちに 吹田くわい 

ふれあう・憩う・笑顔のまち 
まちの

方向性

⑤ 

【望まれるまちづくり方策】 

①地域コミュニティを育てる 
場・きっかけづくり 

②防犯・防災、生活マナー向上への地域活動 
③よりよいまちにするための「まちづくり活動」 

弁財天・地蔵尊まつり
（南吹田二丁目） 

盆踊り大会（川岸町）

人の顔がみえる 

暖かなコミュニティが

あるまち 

地域主体の 

まちづくりが必要 

新たな住民も含め 

人と人のつながりを

強める 

働く場もある活力のあるまち 
まちの

方向性

⑥ 

【望まれるまちづくり方策】 

①地域と企業が共存したまちづくり 
②企業活動を地域にＰＲする取り組み 
③住環境に配慮した操業の継続 

神崎川クリーンアップ作戦
（神崎川畔企業連絡会：神崎川）

企業と自治会による
パン作り講習会 

（オリエンタル酵母工業にて）

新たな住民が増えても住む場所

と働く場所が調和して共存する

まち 

企業は地域の一員として溶け込み、

地域の活力となっている 

緑道（南吹田二丁目） 

都市計画道路十三高槻線
と阪急千里線（川岸町）

景観について学ぶ 

公共交通が充実したまち 

住みやすい環境を守る 

かつて水田地帯であった

ことを表す「資源」を 

生かしたまちづくり 

地域で行われる 

活動の「拠点」づくり

･･･６つの「まちの方向性」とその実現に向け、 

「望まれるまちづくり方策」で構成しています。


